
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

都道府県知事

（市長） 文 が得召 殿

（第 1i面）

産業廃棄物処理計画書

ダ0年¢月匁 ＇日

大分県判師安心院町尾立1164番地の70

提出者 株式会社 IT0牧 場
住所 代表取締役 伊 東 誠

氏 名 f872--0703 TEL・F駆 0978'1ど匹●●

（法人にあっては、名称及ぴ代表者の氏名）

電話番号

廃棄物の処理及ぴ清掃に関する法律第 12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、 提出 します。

三 ：ロロニ
当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事業 の 種 類 o/嘉拿
②事業 の 規 模 含しl訊店（／え煩

麟 業員数 j_ 3人

仰吟I)ふり尿

④産業廃菜物の一連

の処理の工程 I 日；堪此但 (rl~l叉規格 A列 4 笛）



（第2面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

喝長（屁見物統打、trlf)~l~t心心叶べ
屈象峰呼招名

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

（前年度 ( ) t 年度）実績）

：業廃棄出物の種： I や~~靡王I
にれまでに実施した取組）

和豆辺1

①現状

t

 

［目標）…棄物の種類］和叫'~1
排 出 量 ；；¢げ t t

 

②計画 （今後実施する予定の取組）

噸]者0{ 

＇ 
産染溌棗物の分別に関する事頃

I 
（分別 している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

予？虹l
J'現状

i21計画

I 
''  

（今後分別する予定の程業廃棄物の種類及び分別に関する敗組）

ぅ*l杉＼y 
-—• 



（第 3面）

自ら行う 産業廃棄物の再生利用に関する事項

（前仔度 （ ,.;J 年度）実績）

産業廃棄物の種類 約吟砂/J尿
自ら再生利用を行った /.3冥 t産 業廃棄物の 最

t 

①現状

（これまでに実施した取組）

l 
姐龍厄

（目標l

産業廃棄物の種類 豹囚‘、』屈
自ら再生利用を行う

/Jf't t 
t 

②計画
産業 廃棄物の最

（今後実施する予定の取組）

晨立炉
自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

［前年度 （ _)グ 年度）実績l

産業廃棄物の種類 卯箱岱心
自ら熱回収を行った

産業廃棄物の 昼
t t 

D現状
自 ら中問灼毘に よ り ~i した
産業廃棄物 の駄 171 t t 

（これまでに実施した取組）

［目標】
， 

産業呪棄物(/)種類 f11年り屈屈～
自ら飲回収を行 う

死業廃¢物の 仕
t t 

， '_,. 一・-. ,_, ,__ -
fl • 中翫:i,,_1t i11る

(11 v\~t 幽 所 業麻棗物の 杖
t t 

（今後'J:施する予定の取糾）

--_L__ 
• 一ー・ 一



（筍4[111) 

［前年度( JZ 年度） '.t籟l
ーー＇一- ■—, ■ - - - -- - - --- -

産業廃東物の種類

自ら埋立処分又は I - - - --

海洋投入処分を行った t t 
I ①現状 産業廃棄物の姑

（これまでに実施した取組）

礼釣l

［目標】

産業廃艇物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う t t 
②計画 産業廃棄物の植

（今後実施する予定の取組）

賃戸l
産業廃棄物の処理の委託に関する事項

（前年度（ J-J 年度）実績l

産業廃棄物の種類

全 処 理委託 祉 t t 

優良認定処罪業者への

処理委託 杖
t t 

再生利用業者への

処理委託 杖
t t 

①現状
乱定見回収衷者へ(!)

処理委託拭
t t 

認定訊回収某f以外(JJ

且回収を行うt者への t t 

処 理 委 託 触 .__ 

（これよでに実施した取組）

ィ吸罰＼

一



（第 5面）

［目だ］産安コ棄Eの11:~
全処 理 委託 量 t t 

侵艮夏定（頁婁吝への
t I t 

処 理 委託 贔

“生丸用菱名への
t t 

処 Pl'4ヽ れ 鼠~ ~-.. ,n.t: tr、:
t 

む押 l fl鼠~ /が戴l fiざ量：コ』、(~ ?}, ! ) (!\. ~バ`'l:t, l ,,~、 I t 

t~fl! ,1れ、✓-1\ (W:'るr・',i.,r恥ijt

r -^  ＼ . 勺` 了疇

噌
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（第 6面）

備考

1 前年度の産業窄棄物の杞生量が1,000トン以上の事業楊ごと に1枚作成すること。

2 当該年度の6月30日までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する専項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①襴には、日 本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②襴には、 製造業の場合における製造品出荷額 （前年度実績）、建設業の場合における元請完成 I
工事高（前年度実績）、 医療機関の場合における病床数 （前年度末時点）等の業種に応じ賽業規

模が分かる ような前年度の実績を記入すること。

(3)④襴には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する まで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の襴には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の最と、自ら中間

処理を行う こと によって減最 した拭について、 前年度の実績、目標及び取組を記入する こと。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の襴には、 産業廃棄物の種類ごとに、 全処理委託拭

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 （廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第2号に該当する者）への処理委託杖、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 （廃棄物の処理及び清掃I ~関する法律第15条の 3の3第 1項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託且及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目椋及ぴ取組を記入すること。

6 それぞれの襴に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該襴に 「別紙のと

おり 」と記入 し、当該襴に記入すべき内容を記入した別紙を振付する こと。また、産業廃棄物の

種類が 3以上ある ときは、前年度実禎及び目標の襴に「別紙のとおり」 と記入 し、当該襴に記入

すべき内容を記入 した別紙を振付すること。また、それぞれの襴に記入すべきm項がないときは、

「-」 を記入するこ と。

7 ※襴は記入しないこ と。


